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Abstract 

 Someya laboratory is engaged in studies on evolutionary computation and stochastic  optimization. In this article, research 

projects of our laboratory are summarized. The applications are synthesizer parameter optimization, essential oil blending, 

evolutionary consensus building (ECB) for multi-person menu planning, and ECB for general competitive bidding. 
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１．はじめに 
 

染谷研究室では，進化型計算（evolutionary computation）を中

心とした確率的最適化（stochastic optimization）の研究に取り組

んでいる．進化型計算は，人工知能の工学的技術のひとつとし

て位置づけられ，近年，ブラックボックス最適化における強力

な最適化能力が注目を集めている．本稿では，当研究室にて行

われてきた（あるいは現在行われている）研究課題からいくつ

かの研究事例を選び紹介する． 

 

２．研究事例 
 

文献１）では，シンセサイザの音源パラメータを最適化する

ことによるサンプリング音の再現問題に取り組んだ（図１）．ま

た，その派生研究課題である進化的同時最適化に取り組んだ．

映画やゲームに用いる効果音などの「音」を得たいとき，もっ

ともシンプルな獲得手法は自然音のサンプリングである．しか

し，求める音が見つからない，手間がかかる，高品質な録音に

は高い機材が必要，などの理由から困難なことがある．これに

対して，電子計算機を用いて電子的に生成する方法がある．音

波形の直接的な生成を試みることで任意の音を生成可能であり，

特殊な音響機材が不要であるなどの利点がある．しかし，その

他方，音生成の専門知識や経験が必要であり，望みの音の生成

は簡単ではない．そこで本研究課題では，まず，望みの音に近

い音をサンプリングによって入手し，次に，これをシンセサイ

ザによって再現し，シンセサイザパラメータを微調整すること

で望みの音に近づける接近法を提案した．シンセサイザパラメ

ータの最適化には実数値型遺伝的アルゴリズム（ real-coded 

genetic algorithms: RCGAs）を用いるものとした．ただし，RCGAs

が必要とする評価関数の定義が新たな難問となった．そこで，

これに対する最適化法として，進化的同時最適化法を提案した． 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図１：サンプリング音の再現問題 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図２：精油調合最適化 

 

文献２）および文献３）では，芳香療法のための精油調合最

適化に取り組んだ（図２，図３）．芳香療法とは，ラベンダーや

ベルガモットなどの精油を用いた補完代替医療である．精油と

は植物の花や葉，果皮，果実，根茎，樹皮などから抽出した揮

発性の芳香物質を含む液体香料である．これまで，精油やアロ

マオイルの利用は好みの香りを芳香することによるリラクセー

ションを目的としたものが主であったが，芳香療法の有効性の  
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図３：精油調合最適化における数値解析  

 

調査が進むと共に機能改善を目的とした精油の医学的利用への

関心が高まっている．本研究課題では，精油調合を最適化問題

として定式化し，遺伝的アルゴリズムによる接近を試みた． 

文献４）では，献立計画における合意形成問題に取り組んだ

（図４）．集団の意思決定において，各構成員それぞれが満足す

るように集団全体の意思や方向性を決める過程を合意形成と呼

ぶ．近年の組織化および複雑化した社会においては，コミュニ

ケーション・ツールや価値観の多様化などにより，合意形成の

重要性が増大している．本研究課題では，家族などの複数人に

同じ料理を提供する場面を想定し，制約エージェントを導入し

た合意形成の一手法を提案した． 

文献５）では，一般競争入札への参加企業内における合意形

成手法を提案した（図５）．入札における提示価格（入札価格）

は，予定価格範囲内においてできる限り低い金額を提示するこ

とで落札に至る可能性が高まるが，同時に，参加企業内におけ

る関係者間で合意を得た実行性のある入札価格である必要があ

る．このトレードオフ・バランスに関して，遺伝的アルゴリズ

ムを用いた合意形成手法を提案した． 

 

３．おわりに 
 

本稿では，染谷研究室にて実施された 4 つの研究課題を紹介

した．当研究室では，引き続き進化型計算を中心とした研究活

動に学生と共に取り組む所存である． 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図４：献立計画の合意形成問題 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図５：合意形成手法の一般競争入札への適用  
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